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近年､

.脂成型品INSULATINGMATERIALS,CARBONPRODUCTS

ANDSYNTHETICRESINMOLDEDPRODUCTS

概 説

IntrodⅥCtion

気機械群其､通信機器の設計製作に際して､

性能を向上し､ 命を長くし､益々軽量に小鮒こするこ

とが計られている｡これがためには特性の

噴く要望されるわけである｡

れた材料が

日立製作所は長年に亘る絶縁材料製造の経験と､電気

機器､通信機器その他の 造部門との緊密な協力の下に

絶縁材料の基礎研究に力を注ぐと共に

にj集まぬ努力を けている

作研究と量産化

昭和28年度に於ては､さきに発表した低損性フエノ

←ル樹脂成型材料Cfし60N･アニリン樹脂成型材料CP

→10Nを量産に移した｡ニチリット(ニフェノール樹脂ロ

ールド積層管)でほ長さ3,000mm,内径1,600mmの

超大型の本邦記録晶まで量産し得る最新式設備を完備し

稼動運転に入ったのは偉力である｡

フェノール樹脂 型材料でほ､斬らたに低温急硬化性

の CP-16･B,耐衝撃性と成型性の優れたCP-25･Bを

完成し量産に移した｡.

積層板でi･ま､B種及びH職電気磯路の普及に伴い､ガ

ラスクロス基材フェノール捌旨.及びメラミン樹脂積層板

を実用化したのに いて､シリコーン樹脂ガラスクロス

積層板の量産態勢を整えたゝ､フエノ←ル樹脂系でほ､高

度の電気絶縁性せ持つアミラン布基材積層板､特に通信

磯部晶用等に打抜加工性に れ収縮の小さい積層板LP-

44･Nを完成し量産に移した｡

絶縁ワニスでは､我国でサ←モセ･ソトワニスの先駆を

なしたW-250及びW､280ワニスに引きつゞき､W-

2300,W～2700,Ⅵし2800ワニスを容量5tの最新の近代

設 で量薦L､実同化するようになった｡

各種塗料に合成横脂がJ-こく応用されるので､従来自家

川とLで相々生産してい は加を良改に更に

へ進｢Liし着々と需要を菱酎与している｡

耐 凄艶珊

市場

斗として､B桓ワニスガラスクロス

及びアミナ←ルガラスクロス(D )を実用化したのに

き､H托シリコーンワニスガラスクロス専用の高温焼

付クロス塔を完成し､ワニス度 の柔軟性が温度変化に

よる影響の′｣＼さい完全処理品の量産に入った｡シリコ←

ンガラスクロスに次いでH イカプレ←1､､マイカガ

ラス､フレキシブルマイカもこの設備こより量産態勢が

整った｡

シリコーン樹脂の応用普及に伴い､

桁性の優れたシリコ←こ/ゴムも各種

への応f酎こ着目し､各種ガスケツト､

ブ等の

耐

気機器､
､耐圧

0リング､チエ←

造設備を整え市場への進出を始めた｡

磁器製品に就いては､大容量の

器､避雷器 に使用される碍子碍管
､変圧器､断路

の製作を行ってい

るが､特に昭和28年度に放てほ品質の向上､安定性の

確保に一段の成果が綿密な研究及び品質管理を基礎とし

て確立された｡

避雷器特性要 (ミウライト)に就いてはJES規定を

充分余裕を以って上廻り､米国､スイスと同程度の親格

に合格している｡

竃刷子に放ても従来のMH-32の右 つ を変える

ことなしに耐磨耗性を向上Lた新品種MH-32Lを完成

した｡

合成欄脂成型品は我国に於ては､主として電気絶凝用

に使用され､各種機械構造材料部品としては今後の進出

に待つ処が大きい｡

機械構造部品としてはフェノール樹脂が専ら用いられ

ているので､その性能向上にヒタフランを配合して後述

のような れた成果を得､機械部品として金属材料とは

斬らたな観点から

熱可

り､4 号

出することが出来よう｡

性樹脂では大型インヂェクション成埋!磯によ

電話機 体等の量産に成功し､今後のインヂェ

クション成型品の進出が期待される｡

絶 縁 材 料
Insulating Materials

スタンドライト成型材料 CP-16B

CP-16Bi･ま日立製作所の多年に亘るフェノ←ル横脂の

基礎研究の成果として､量

である｡

している急硬化性成烈材料

急硬化性成型材料ほ低温､短時間成型が可能で､成型

品は機械肌､電気的性能に優れ､吸湿むこよる劣化が少な

いので最近各方面で好 を博して

いる｡

成型材料の硬化性は､ノボラヅク樹脂とヘキサメチレ

ソテトラミソとの硬化反応の反応

で､この反応速度を増加させれば成

度に支配されるの

材料の硬化性が艮

くなることは当然である｡或る種の方法によってヘキサ､

若しくほ樹脂を活性化させれば､その硬化反応を著しく

生起しやすい状態に置かれることを実験的に立証し､そ
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第1表 CP-16B の 性 能

Tabl占1.Properties of CP-16B

:正

J誓漂諾■生Icp-16･B!cpw-247B

成
型
品
の
性
能

曲げ強さ(霊釦

8以上

103 以上

1以上

12.5

1.5〉く】05

46

1400C2時間;140⊃C2時間
合 格

5.5以上

格

11

4.9)(103

3.4

1400C2時間
合 格

7

(開竃)CP-16RはCPW-247B･を本質的に改善したものである｡

の考え方を基礎に完成されたのがCfし16Bである

その性問ほ第1表に示す通りで､JISに規定されてい

る本品の該当品種 PM-113 の性能を優に凌駕L PM-

112に近い性能を待っている｡

スタンドライト成型材料
CP-25B

一般に､機械的性能の優れた成型材料として樹脂処理

紙又は布のチップ材料が軸受その他に使用されている

が､埋込金具の多い､又は複雑な形状の成型は困難であ

る｡

Cfし25Bはこれ等の点を改善し､一般の成型粉と同等

の成型性を右し､機械的性能の優れた成型材料として量

産に移し､従来のチップ材と共に好評を博しているもの

‥

●

CP-25Bほ特殊な充填剤をJ削､たフエノ←ル樹脂成型

材料で､複雑な.成型品を作ることが出来､更に機械的強

度の点では衝撃値のみならず曲げ強さも一段成型材料の

約40-50%増加している点が大きな 長である｡

このような特長を有するため､特に埋込金具の多い部

品や､複雑な成型品で樹脂の強度が懸念されるような場

合などに本品を使用するのが有利である｡

CP-25Bの性能ほ第2表に示す通りである｡

シリコーン樹脂､ガラスクロス積層額､成型品

無アルカリガラスクロスを基材としたシリコ←ン樹脂

積層板､成型品(以下積層板､成型品と呼ぷ)は､従来

の有機絶縁材料に比べて非常に高い耐熱性､耐湿性､耐

オゾン性､耐薬品性及び

で､H種変圧器､

その他耐

気的性能を右する絶縁材料

動機､発電機等､各機器の重要部品

材料として､電気機器製造業者より特に

注目されている｡

日立製作所でほこの優れた特性に着目して､戦後逸早

くシリコーン樹脂の研究､応用に着手し､種々試作研究

を進めて来た｡

積層板､成型品は本研究の一部として､試作研究中で

第 2 表

Table 2.

第36巻 第1号

CP-25B の 性 能

Properties of CP-25B

CP-25B CP【11B

JIS 該 当 規 格

比 ｢重

曲げ強さ(kg′･■■mm2)

衝撃値ch叩y(k監謁･′■■■)
引張り強さ〔kg.･･■'nlm2)

私撰抗i芸
絶 縁 紙

音旨

沸

耐 電 圧(kV/■`mⅢl)

吸 水 良(mg..ノ100cm∋_)

第 3 表

Table 3.

1.25～1.26

10-12

6～7

7-9

105 以上

103 以上

11-12

33-38

K-6704,PM-111

1.30-1,32

7-8

4～5

4-6

1.6×106 以上

1.8×104以上

14.5

20′-30

佳素樹脂ガラスクロス司責層顆､成型品

Silicone ResinLGl2SS Cloth Laminates

and Moldings

験 項 H ;石‡暦較.成型

某暦耐電圧

沿居組緑壬症抗

沿層抱抵棒杭

体扇国有菟抗

表面国有抵抗

誘電体力率

誘 電 率

(1分間,kVノ′mm)

(常態､MJわ

･十卜十∴､…,-さト(常澄､MガーCm)

(得態､Mβ)

(1Mc)

(1Mc)

曲 げ 強 さ〔kgノ/mm2)

圧 縮 強 さ(二kg.･･′mm9)

耐 葬具 性(OC)

密 度(g/cm3)

暦に直角

暦に平行

5～10

5〉く104-

5×105

104-105

105～108

104-105

0.003～0.005

4-5

10-20

10→20

25～50

5～10

250

1.8～･2.0

5～10

105-10tI

lO4～106

0.003-0.005

4-5

6-12

6-12

1.0-20

8-15

250

1.8-′2.0

(託)試験はJIS:K6704(成型品)鱒びJIS:K6707(棟暦摂)
による｡

第1図

Fig.1.

シリコーン樹脂ガラスクロス成型品､管

Silicone ResiniGlass Cloth Moldings

and Tubes

あったが､既にH種変圧器､電動車 ､その他電気機器の

部品として､ウエソヂ､パネル板､ダクトピース､コイ

ル支持台､ヒューズケース､絶縁リング等を製造し､好

結果が得られている｡その性能ほ第3表に示す通りで､

種々の批判を得て一層改善に努力している｡

第1図ほ成型品､管を示すこ



昭和28年度に於ける 日立技術の成果

第 4 表 アミラン布基材スタンドライト積層板

の性能

Table4.Standlite Laminated Sheet with
Amilan Cloth Filler

沿層耐電圧

沿層絶縁抵抗

沿層絶縁抵抗

体積固有抵抗

表面国有祇抗

曲 げ 強 さ

吸 水 ･lヽ

(1分間､kV〕

(常態､MJ2)

(煮沸凌､MJ2)

(常態､Mβ｢こm)

〔常餞､M牒)

層に直角
kg/mm2

(mg/100cm2)

密 度(g/cm3〕

〔註)本試験はJIS:K6707による｡

l
Tl

C

n

〇

.■

5
m40

第2図

Fig.2.

45-55

105･〉10(i

lO4-105

105-107

105-107

8-12

40-80

1.1-･1.2

Tわ

針
m

60 C巨

35-45

104-105

10三∋～103

104-106

104-106

12～16

100～300

1.3-1.4
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アミラン布基材スタンドライト積層板

スタンドライトアミラン布帯層板ほ､通信機器､電気

機器等の耐湿性絶縁材料として､斯界の要求に応じて

造されたアミラン布基材のフエノ←ル樹脂積層板であ

る｡

本積層板の性能ほ第4表に示すように､従来のフエノ

←ル樹脂積層板PL-111N(JIS:K6706)に比べ､ 気

的性能､耐湿性が優秀であり､又打抜加工性も良好とい

う特長を有しているこのため､高度の絶縁抵抗を要求し､

且つ高温多湿の条件で使用する 気機器､通信機器の絶

線材料として､広く推奨する次第である｡

打抜加工性と優秀なる雪祭絶縁性を有するスタンド

ライト積層梼LP-44N

スタンドライト積層釈LIL44Nの打抜加工試験品
Punched Parts of Standlite Laminated Sheet;

Fl

136.PC

lO巾痛

鞄
1570c

lO min

LP-44N

通信機器用薄物フェノール樹

脂積層板は複雑な形状の絶縁部

品に量産加工されるため高度の

打抜加工性を要求される｡しか

るに従来の積層板に放てほ打抜

加工性を良好にすることは 気

絶縁性の向上と相反する傾向に

あるためJIS:K6706フエノ【

ル樹月 昏仮に於ても打抜加工

第3図 スタ∵ンドライト積層板LP-30Nの打抜加工試験品
Fig･3･Punched Parts of Standlite LaminatedSheet;LP-30N

箪 5 表

1､able5.

試 験 二頃 日

沿 層 摺 簸(kV)

板 壁(kVJ

曲 げ 強 さ(kgノmm2)

吸 水 塁〔mg/1,000m2一

体横国石璃琉(M通/cm:･

表面固有カモ殻宝(MJ2)

沿層絶縁旗抗(Mβ二J

誘 召宝 率(IMC〕 一

誘電体力率(IMCJ(10-4)

打抜 加工 用 ス タ ン ド ラ イト

性の指定される品種はPL-11T

に該当し､その絶縁性ほあまり

良好でないニ

スタンドライト積層板LP-44

Nは上記の相反する二つの性能

を共に満足する優秀品である｡

第2図の写真はLP-44Nをもつ

て実験した特殊形状の打抜加工

品を示すもので第3図は同じ形

層 板 の 性能 表

Properties of Standlite Laminated Sheet of Punching Grade

試予

埋処冊

A

D-4針50

A

Eト1/105

C-96/35/90

C-96′/35/90

A

D-2′/100

D-24′/23

D-24ノ23

JIS:K6706

PL--11T

規嘩｣些_

10以上

SSSLP-15rl規格

PBG-P

35以上

4以上

8以上

400以■F

lO2以上

1以上

r註)1･試験前予桁処確の記号は A=受哩状態のまゝ､Cニ恒温恒湿処軌
初めの数字は時間､次の数字は温度､3蕃日の数字は湿度を示す｡

2･本試験はSSS-P-15-1規格による｡

PBE-P

40以_上

12以■1二

8以上

30D以下

103以上

3以上

7以下

650以下

スタンドライト積層柁の性能

LP144N

41-50

14-17

9-11

60～150

4×103-5×104

5×109-6×103

8×103-6×105

90～6×102

5-6.5

500-600

LP-30N

37-50

5-14

9～10

90-180

6×109×2×104

1.8×102-5×103

5×103-3×105

30-3×109

5-･7

500-700

備 考

D二恒温水中浸潰処乳E=恒温申の処嘩､記号の次の数字は1番
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状のものを従来製造し観ていた打抜加工用積層板Lfし30N

で行ったものである｡明らかに両者間の優劣の差が認め

られる｡つぎにLP-44N7之びLP-30Nの性能を第5表

に示した｡第5表にほJIS規格値と保安庁関係無線機器

に使用するフェノール樹脂積層板暫定規格案(SSS-P→

15-1)の規格値を併記したがLfし44Nは該規格の 気

用で且つ打抜加工に適する品種であるPBE-Pの性能規

格を十分寸こ満足するものである｡

シリコーンゴム製晶

先に発表した(｢日立｣第15巻第10号P･18,1953)

シリコーンゴムは､他のシリコーン製品と同様に耐熱､

耐油､耐 品性を右すると同時に優れた撥水性､ 気絶

縁性及びゴム状弾性をもっている画期的な朝興工業材料

である｡

その機械的性能､即ち杭張鰯､伸び､耐磨耗性などは

ゴム或は進歩した有機合成ゴムに比較するとやゝ劣

るが､耐老化性が極めて強いので一定の性能を永く保持

し､或は期間経過後は同時に使用開始した天然ゴム或は

合成ゴムよりも高い性能を示すようになる｡シリコーン

ゴムは耐熱性と同時にまた極めて耐寒性に富み､その脆

化点は【70口Cという超低温である｡このように熱､

両極端に於て優れたゴム状弾性を示す物質はシリコ←∵/

以外には求められないご シリコーンゴムはまた極めて耐

侯性である｡一般ゴムの老化は日光､湿気､酸 ､オゾ

ン等により促進されるが､シリコーンは化学構造上不飽

和結合をもたないのでこれらの影響を受け難いからであ

る..

以上の長所､短所を綜合すれば自ら用 を決定できる｡

即ち耐贋､耐熱､耐寒､耐油､耐薬品性或ほ電気絶縁の

安定性などを狙うべきで､-･股使用状態に放ける天然ゴ

ム或ほ合成ゴムの代蕃品として考えるべきものではな

い｡まづ第一に考えられるものほ冷､熱､油､薬品等の

悪条件fに佐川される各種パッキングである｡シリコー

ンゴムほ可塑剤を配合せず､また揮発分を含まないから

水銀整流器等の高真空パ･ソキングとしても好適である√･

また耐オゾン性､耐コロナ性が掛､のでレン1､ゲン装置

のような高電圧下に使flけれは停プ｣を発蹄するr化学機

械方面でほ各種パッキングは勿論のこと､シリコーンゴ

ムホースは油､ 品の輸送管となり､また各種タンクの

ライニングとして使用される二耐候性の放さは､屋外

掛こ利用して太陽熱､空気､耐雪の影響を受ける場合に

優秀な性能を発揮する｡

H種 気概器用弾性絶縁材料として使用されることは

勿論である｡

第4図並びに第`表放び第7表に各種製品の品種と性

能を示す｡

第36巻 第1号

第4図

Fig.4.

種類

栴ゴム

日立シ･リ コーンゴム製品の品樺

VarietyofHitachiSiliconeRubber

Products

第 6 表

Table6.

摘

日立シ･リ=】--ンゴム製品の品種

Variety of HitachiSilicone

Rubber Products

要

(1)純 ゴ ム

(2)ガラスクロス入り

2種あり

ゴム管j……三≡ンド:ス｡是輪ゴム)
ゴム紐

2種あり

型追品■重富蒜姦去官讐き困牲なる
各奄壬のゴム製品

第 7 表

Table 7.

項 目

膵 度

(ショアーA〕

此 う責

(25/250C〕

引張強さ

引裂力

酎禁彗僅

耐寒性

圧縮歪

そ の 他

仕 橙

(1)厚み……………1-12mm

(2)縦横の長さ500-900mm

(3)この範囲の各種パッキング

外 径…….………‥1"ユ2mln

パッキング誠に埋込んで
使用するのに低利である

各 種

日立シリ コーン製品の性能

CharacteristicsofHitachiSilicone

Rubber Products

標 準 性 能

赤､灰､異灰､白､責褐､
異繰害

35-95

1,2-2.6

18～55!くg/cm8

40-300?る

3-14kgノcm

遮締20しOC,問欲的ならば
25(JOC に耐える｡

【7GOCで可捜注がある｡

常温で10-20%
15bOCで40～50%

耐候､耐蝕､耐薬品､耐コ:

ロナ､耐オゾン性がある｡1

摘 要

本田的には問題でない｡哨■
定性台巨を強調するために配
剤が其る｡

このJ員j希望のものができる｡

特舟娃能によつて異る｡

特定桂台巨によって異る｡

!措定性能によつて異る｡

特定佐饉によって異る｡

醇定性寵を強張すれば他の性能を若干犠牲にすることはやむを得兄い

ので､要求佳麗を明確に指示願いたい○
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WG WG-M

軟 化 点(茸長環法~)

酸 価

箕粘 度
(ガードナー､250C)

亜 麻 仁 油

桐 油

ニトロセルローズ

塩 化 ゴ ム

トハレぺントナフサ

㌔ミネラルスピリット

エ ス テ

ア セ ト

>75⊂■C

<10

搭
音
容

溶

膵

溶

絆

>10〔.0C

10-15

F-G

年度に於け る 日 立技術の成果

油 溶 性 合 成 樹 脂 の･特 性
Characteristics of Oil-Soluble Synthetic Resins

W(÷一M;W(÷-M N-K

116} !126【 !136-

1250C 1350C.1450C

く20!く30

況溶 i昆‡容

- -･､

ミ∴

雑膵 岳 難溶!発酵l難障

WG-MIW(ニーM!WG一一K

116-

125DC

く15

126- 1136～

1350C;1450C

<15
■

く15

溶

混搭!Y昆‡容

音昆搭l睨ミ容

辞

難掩享･う取落

兼エステルロジンG及びPはミネラルスピリット6%溶液の粘度､他はぃレオール60%搭液の粘度｡

㊧MP82-0.13年､

㊧MP60-0.25

㊧MPll-0.55

㊧MP30-0.85

395

WG｣く ≦WG-K WG-K WG-K

1宝ocil軍法｡C
<15 ; <30

第9表 H 級 マ イ カ 製 品 の 性 能
Table9.Characteristics of HqClass Mica Products

2.1以上

2.4以.上

50以上

80以上

85以上

95以上

1･大きさ､質さの許容差その他はJfSマイカ=製品税終に準ず｡

塗料用合成樹脂

近年合成樹脂を 料に応用することにより塗料の性質

を改善することが試みられている.っ赤品は油溶性合成樹

脂であって､これらを油とクッキングすることにより絶

絹､エナメル用各種ワニスを作り､又ほニトロセルロ

←ズと柏溶させてラッカーを作ることができる｡

各 合成樹脂の軒長ほ以下に述べる通りであ

る｡

(1･)油浴性フエノ←ルレジン

アルバー†博士によって発明された油溶性フエノ←ル

樹脂(ロジンエステル変性フェノールレジン)は､ワニ

ス川レジンヰ成分として利川するときは､コーパルのよ

うにランニングの必要もなく 膜の性質を改善する｡

マレイン化フユノ←ルレジンは敢操性が掛こ改善され

耐アルカ中性に優れている._て

(2)ベンダニLリストールロジエソエステル

グリセリンロジンエステルに比較して､融点が約20

つC 高く､

ング｣時間を短 することが粗菓る｡ニトロセルローズ

とは僅かに相宿性が悪いため使用出来ない｡

15以_上

10以上

100以｣二

80以上

3.0以上

10.0以上

20.0以上

25.0以上

136- ;146･-

1450C;155¢C

く30
. <30

約G! G

混称!不浄

泥竜容:混雪質

辞 . 搭
■

渾

掩付佐0.K.巻付性0.K.

掩付性0.K.庖摘0.K.
6以~F 3以~F

代表一部品種のみ記載せるも各種､冬草品共製造可能である｡

2000C連続0.K.

2000C連続0.E.

2000C連続0.K.

2000C連続0.K.

(3)マレイン化ロジンエステル

ペンタエリスリトルーロジンエステルよりも更に融点

が高く､印刷インク､淡色ワニスに利用するとき､光沢

のある黄変性の少い塗膜をうることが出来る｡又ニトロ

セルロ㌧-ズとの相溶性もよく､ラッカーに佐相して好結

果をう 潮力とこる

以上の合成樹脂の一般性饉を第8表に京す｡

H撞マイカ製品

シリコーン樹脂の 気 机町制応のへ
｢ユけ托

∠
H機

性が要求されて来ている｡紙をガラ

ス布に､接着ワニスをシリコーン樹脂に置換えることに

より､一応耐熱性の いものが得られるが､熱的特性以

外のものも満足させるためにはガラス布､シリコーン樹

脂の選択並びに適切な使用法を必要とすることほ言を倹

たない｡

日立製作所に於てもこれ等の点に き戯意研究試作の

結果一般に推奨し得るH種マイカ製品として第?表に示

すものの完成を見た｡

バイヤスワニスガラステープ

気機器の絶縁材料に要求する性能ほ日々に高級とな
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第10 表 日 立バ イ ヤ ス カ ソト ガ ラ ス テ ー プ の

第36巻 第1号

TablelO. Characteristics of HitachiBias Cut Varnished Glass Tapes

B級

D殻 若 色 19

(註)侍本表以外に厚さ 0.10,

30

30

B唾縄禄用

1750Cに10日間抽熱し

ても電気絶縁性に変化
なし｡1300C†£らば半

､ご､･､･J･:
耐えるし___

0.25,幅13,25等あり､伸張度(参考ワニステープ)は通常のバイヤステープに就いて行ったもの｡

り､B種･H種絶縁材料更訂ここれ等の｢ト間体として先に

発表した(木誌Vol.35,No.1,P,334,1953〕日立アミ

ナ←ルガラスクロス(D種絶縁材料仮称)等が工 生産

されるに至っているが､これ等は何れも布目状のクロス

又はテ←プの形で供給されている｡布目状テープは基布

として使用しているガラス布の本質である折曲げに弱い

こと､伸張度の小さいこと等で電工作業上相当の不便を

来していた｡この点を改良すべく種々研究の結果､斜目

テープの製造に成功し工業的生産に移るに至った｡種

としてはB種､D種の2種 であるが､サイズその他は

現在のワニスバイヤステープの規格に

る｡筒∠特性の一例を第10表に示す｡

磁 器 製

最近の送

じたものであ

tコ

カの増大に伴い､大容量遮断器､変圧器､

断路器､避雷器等の需要は益々増加している｡日立磁器

製品もこれ等設備の性能向上に重要な役割を果Lてい

る｡

昭和28年度に於てほ_掛こ品質の向上､安定性の確保に

関して特に綿密な研究､品質管理を施行している､つ即ち､

各種素地､和英項は配合毎にその膠質化学的性質を検討

することにより半製品の不良撲滅を計り､同時に焼成収

縮率､抗張力､坑折力等の機械的性質､焼結状態､熱間

膨脹係数等を測定し､品質管理を行う一方製品に差か､て

は各窯毎に厳重な箇別検査を行い品質の安定を保証して

いる｡

昭和28年度に放ける技術的向上の大きいものは､醜優

成型品に真空土練機を採用し､品質的に大飛鮭をしたこ

とである｡即ち凍土練機の使用により作業の容易化は勿

論､品質的にも製品の組織が一層徴密となり､機械的強

度､絶縁耐力を約10～20%向上さてせいる｡又､焼成

関係に於ては焼成曲線の詳細な検討､改良､案内各部分

の製品に及ぼす雰囲気の総合的管理､煙道ガス分析の完

全実施等により､所
､変色､発泡等の焼成不良ほ全く

根絶され､超大型碍管の多数焼成に成功している｡

(1)超高圧大型碍管項

送 系統大型機器の大量受注に伴い､日立碍子生産の

第5図 2臥7kV C.T.(型式OUL-R)用油槽

最大径930mm≠,高さ1,500mm,

重量400kg

Fig.5.28.7kVC.T.OilTank(TypeOULR〕
Max.Dia.930mm声,
Wegiht400】くg

Heightl,500mm

第6図 樟子型変流器用主辞管(LS2402〕

使用電圧161kV,最大径770≠,
高さ1,010mm,重量180kg

Fig.6.OilTanksfor161kV,CurrentTrans-

former

Voltage161kV,Max.Diameter770声,
Heightl,010mm,Weight180kg

主力は大型碍管壌に注がれている｡.泥菜調整に於ける光

光度計､水素イオン濃度計の活用､石膏型の樽性研究

並びに管理の施行､成型､乾燥方法の技術的改良等によ



昭和28年皮に於け

第11表 日 立磁器梨古才一 の材質特性

Tablell･Specific Properties of Hitachi

Insulators

項 日

吸 水 率

引弓昆り強さ

圧縮■漁さ

曲げ強さ

衝 撃 値

編棒耐力

膨脹仮数

嵩 比 重

弾 性 率

数 値

0

380

510

4,500

5,500

1,000

1,10こ)

2.5

38.2

C三.5.5-6.2

2.4l-2.43

7.81×105

単 位

%

kg/cm2

kgノcm2

kg/cm2

kg/cm3

kg/cm望

kg/cln2

kg/cfn2

kVノmm

lO6

g.･/c･C･

kg/cm2

t苗 老

100kg′/cm2inI√uchsin

S()h再0:ュ,4

noユーヱぎ1ヨZed

glazeユ

non-glazcd

gl乙!Z〔〕d

non-glユZCd

glazed

non-gl;▲Zed

50･∵

10～45(,OC

hr.

り超大型品には万全の管理を行っている｡素地中の鉄分

ほ威力な除鉄器の多段使脚こより､略々完全に除き得て

いる｡

従って日立碍管類には極微小な鉄産点も皆無といって

よく多観的にも洗煉されたものとなっている｡

日立発変 所用C.C.B.,C.T. 子顕微鏡等の リー[コJ∴
品が

市場に於て大なる声価を勝ち得ているのは日立碍子の

品質に負う点が大さい｡

最近の大型碍管の数例として第5図及び第`図を掲げ

る｡

避雷器特性要素(ミウライト)

特性要素の制限 圧と放 耐量は避雷器として最も重

要な特性である｡制限電圧は絶縁の根太をなすもので､

その低下ほ望ましいことであって､抵抗要

的容易であるが､統流

規程の標

又放

の放

製造上比較

断に伴い自ら限度があり､JEC

値に余裕を待ったものが製作されている｡

耐量には一応の規格があり､我々ほ規格値以上

耐量､或は耐 容量ある耐久性のものを製作して

いる｡150少時性要素(ミウライりほ本邦規定の20kA

(20S/`)を遥かに上廻り､米国､スイスと同程度の100

kAに合格していることほ既報の如くであるが､同品を

用いたものほ避雷器としての性能を保持しているか否か

を確認するため1･5E,4,000A(32〃S),1分牒膵1隔､

10回の 断試験を行って合格し､弁特性あり異状な

く動作することを示した｡

第7図

Fig.7.

長 時 間/ト 電 流 波 形

Long Duration Purge Wave Form

る 日 立技術の成果

又同種品に) 1分間間隔の速了

果を次に示す｡

150声 ミ ウ ラ イト連続放

電

(kV)

45

30

15

11

半波高時間
(〃S)

18

38

39

32

縮

397

放電試験を行った

凝結果

果

50回檻損

150同異状な し

100山 葵状了ま し

1,600回 異状†エ し

最低値の11kAに於てさえも100年以上の

をしたことほ 気機器として極めて苛醍なものであり､

ミウライトの耐久力は放 々流のみの試験では劣化は考

えられないということを知った｡更に最近米 で提唱さ

れた小電流長時間試験として150A(2,000〃S)20回の

試験ほ一般製品に掛､て容易に合格し､最近の改良品に

就いては450A(2,000〃S)20回以上の性能となってい

て､開閉サーヂに対する不安は【一掃された｡筒電気的性

能に就いての詳細ほドライバルブ避雷器の項〔本誌95頁)

を参照されたい｡第7図ほ小 流長時間波の一例を元す｡

炭 素 製 品

Carbon Products

電刷子新製品=M甘-32L"

新製品"MH-32L=は､耐摩耗性を改善Lた新品種

である｡

金属黒鉛刷子を回転変流機とか大容量誘導電動機の滑

動環に使用する場合最も切実に要求される特性として､

(1〕異常磨 を起さないこと｡

〔2〕異常膨脹を さないこと｡

〔3〕温度上昇の高くないこと｡

し4_)摺動画を損傷せしめないこと〔､

〔5二〕刷子問の不平衡電流を起さないことてJ

等が掲げられる｡

金属黒鉛刷子は､人造又ほ天然黒鉛の梅末と､鋼帯と

を配合して､よく混ぜ､適当な粘着剤を月封､､又ほ用い

ないで動こつめ､圧縮成型し､高温に加熱して､

て造るものであるっ従って使用する黒鉛の種 荷の

製法､粉末度､粘着剤の性質によって刷子の鳴性が相当

大きく左右される｡.

〔1〕異常磨耗を起さないこと｡

金嵐黒鉛刷子の正常磨耗ほ1,000hr当り3～4mmr~､-/二

のものであるが､10mmも15mmも磨耗することが

ある｡これが刷子の異常 耗といわれる現象である｡新

製品"MH-32L"では異常磨耗の点が改善されている1

(二2〕異常膨脹を起さないこと｡

刷子を機械にとりつけて運転中､温度か上って来ると

漸次刷子が膨脹して来て､ にはブラシホルダに固着し
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て動かなくなり刷子としての機能がなくなったり､ホル

ダを破壊するようなこともある｡

これは刷子を熱圧成型法により製造する場合によく見

られる現象である｡新製品"MH-32L"は勿論､従

の"MH-32"も全然

を起す･心配がない｡

接が異るので､かゝる異常膨脹

(3)温度上昇の高くないこと｡

刷子は使用日-1に､電流､摩擦等のため温度が漸次上昇

して来るもので､これが出来るだけ小さいものが良い｡

"MH-32L"ほ低くなっている｡

(4)摺動面を損傷しないこと｡

これは加熱成型する所 圧法によって成型する時と

か､箔状の銅粉を使用するような時によく見られるが､

"MH→32L"は､製法がそれ等とほ異るのでその心配が

ない｡

(5)刷子問の不平衡電流を起さないことて.

刷子が多数並列にとりつけてある場合､各刷子間の不

平衡電流を出来るだけ起さないようにしなければなら

い｡箔状乃至鱗片状銅粉を使用する場合､不平衡電流を

来し易いが､"MH-32L"はかゝる鋼帯を使用してい

ないのでその心僅はない｡

以上要するにMH-32Lほ異常磨耗及び温度上昇低下

に訝いて特に改善されたものである｡

合成樹脂成型品
CyrLttletic Resin]M:01ded Products

耐磨耗性と機械的弓剣妾を改善した軸受､歯茎

スタンドライト製品は(第8図､第10図参照)機械的

破度に優れた性質を持っているために､機械装置構成材

料として広範囲に亘って使用されている｡特に自動専用

カムギヤー､オート三輪用タイミングギヤ←を始め金属

圧延ロール用軸受及び化学蔵維製造装置部品として広く

貿用されている｡

日立製作所では斬らしい材料を用いて耐摩耗性と機械

第8図 スタンドラ イト歯車

Fig.8.Standlite Gears

評 第36巻 第1号

第9図

Fig.9.

ヒタフラン含有率｢㍍

ヒダブラン含有率と磨耗量との関係

Relation between Hitafran Content

and Abrasive Quantity

第10図 ス タ ンドラ イト軸受

Fig.10.Standlite Bearings

的強度を一層向上した 品を完成した｡即ち化学的に安

定で､而も耐薬品性に富んだヒタフラン(フルフリール

アルコール樹脂の日立商品名〕とスタンドライト樹脂の

混成結合剤を原料の特殊帆布に含浸することによって機

械的強度並びに耐摩耗性を著しく改善した成型品を得る

ことが出来た｡一例として､アムスラ十型磨耗試験機に

より試験した結果は第9図に嘉すようにヒタフラン含有

率の増加につれて磨耗量及び磨耗寸法は減少し､軸受と

して使用したときは機械的損失は少く動力の節約となる

ことが判る｡弟12表ほ某社に於けるヒダブラソ含有圧延

ロ㌧一ル用軸受の使用実績比較を示したもので､靡 量は

約1/2に減少している｡その他耐化学薬品性が従来の材

質に比べ優れているので耐薬品性軸受､ギヤー､その他

構成材料として優れた特長を有している｡



昭和28年度に於ける 日立技術の成果

第12 表 ヒ タフラン含有軸受の使用実績

Table12.Application Data of Hitafran

BlendedI】earing

トニニニ=

試 荷蓋

の

料.比顛

1!大

二二､
中 小

5. 中

6 中

7 中

8 中

綜

ヒタフタンート…ちン
スタンド ラ イト

ヒタフタン十言ろン
ス タンド ラ イト

ス タ ンド ラ イト

ス タンド ラ イト

ス タンド ラ イト

スタンドラ イト

-
･
I

l

度

12

5

12

13

12

16

15

600IiP圧延機用圧延物

条鋼圧延市1孟

耗

b

磨粍率照準寸沃磨粍率
(チら) (mm)(%)

27 9

55 8

23 5

55 9

59 7

55 2

27 8

67 3

36

32

20

36

2官

8

32

】2

インジェクション成型品

日本に放けるインジェクション成鮎箔ほ､昭和28年度

を以て､生産発展の1時期を劃するものといえるであノて)

う｡

程々の材料による多くの製品が生産化されているが､

これらほすべて十分な基礎技術の

ることが望まLい.二.即ち

(1)

(2二)

(3〕

(4〕

最適の材

てつ
〉

立山

を使用すること

品化さか

最適の成型条件でインジェクションすること√

成型後､適格な後処理を行うことし､

成型品内部歪を粗菓るだけ除去L､経時変化を

少くすること｡

等を確実に行わねばならない｡

日立 作所のインジェクション成型品は､この点工

場実験及び品質管理を行って製造された

る｡

以下注目すべき2,3の点に就いて

(1)4号卓上

型製品であ

話機ケ←スその他の部品の畳 化

27年度に引きつづき従来のフェノール樹脂成型品より

も強飯且つ天麗にして､長期間光朋を失わない 話機ケ

ースその他の部品の量産を行っており､その射出成型時
問も極度に短縮されている､)

東成型製品の外観及び

第13表に示したが､耐候性

立電話機に∴一一居きの

特性向上の経過を第11図及び

時変化特性等も向上し､日

彩を与えておるし

(2〕中小型車用ステアリングホィ←ル

日動車用ステアリングホイールの成型は従来主として

硬化性捌旨等により圧縮成型法で成型されていたが､

最近外国高級車は本品を 可敬性横脂による射f一山捉型品

399

第11図 インジェク ション電話機筐体

透明(右)及び黒(左)

Fig.11.InjectionMoldedTelephoneCase,

Clear(:right二)and Black(1eft〕

第12図

Fig.12.

第13 表

Table13.

中/ト型車用ステアリングホイール

Steering-Wheels for Middle and

SmallCars

日 立射 出 成型品 の 詣∠持性

CharacteristicsofHitachiInjection

Molded Telephone Parts

＼ 成型年月

特 性 ＼

24時間吸水率 (%)

24時間後障出率(9ら)

常態衝撃(

老化衝撃(

kg･Cm

/cm3
kg･Cm

/cm2
%率減熟如

耐熱変形(
引弓銅強さ(

肌げ強さ(

SeC/
Cm2

kg/
cm2

kg./

cm三∋

規隋値:27-▼1 27--9 28-2 28-8

;く2･5 2･26■ 1･72

1く0.25
0.23 0.18

>20 30.8 30.3

>10

;く1･8 1･52･1･72

>550 610 825

>400 -l
-

>400 Ⅶ ､

1.74 1.68

0.21 0.20

33.5 32.9

15.3 18.6

1.65 1.32

1,035:1,135

に置き換えつつあるので､日立製作所も中小刊中川ステ

アリングホィ←ルの射汁成刊法を研究し､優秀な試作品

を完成するに到った｡デザインは2木ア←ム､全面プラ

スチック被覆のスマ←トなもの(第12図参照〕であって､

その特 ほ次の通りである(,

〔i〕長期間使用しても亀裂が生ぜず耐寒性である｡

(ii二)使用中に樋邑粗~耐ヒすることなく､常に

状態に維持される｡

麗な
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目 立

第13国 中/J､型車用ステアリングホイール

の強度曲線

Fig.13.Strellgth Curves of Steel･ing-

Wheels for Middle and Small

Cars

(iji)成型所要時間が大幅に短縮される｡

(iv)機械的強度が大である｡〔第13図参日計)

現在着々量産化計画実施中であり今後の発展が期

れる｡

論
第
1
4

表

Table14.

第36巻 第1号

各稗射出成型材料の諮特性

Characteristics ofInjection
Molding Materials

24時間吸水率(?ら)

24時間後モ容比率(%)

常態衝撃(kg-Crn../cm2)

老化衝撃(kg-Cm/cm9)

加草色減率(%)

耐熱変形(sec/cm9)

引張り強さ(kg/cm2)

曲げ強さ(kg/cm2)

1.68･ 1.53

0.20 0.21

32.9: 48.1

18.6 33.1

1.32 0.27

三:……iこ33≡こ39

41･7!43･1.幸
4･9

41.0;17.3! 4.7

0.73

1,135 1,190 1,200

469 326 320

521 375 495

4･3! 0･19

236 嘗野
266 ;800

1314 1,260

｢許)1.成型条件は耐衝撃性ポリスチレン以外は全部同一である｡

2.試験方法は電々公社仕様書新任55暫1版による｡

｢_3〕新い､成型材料の研究

インジュクショソ成型作業に於てほ､成型条件及び材

料の性質が成型品の品質に大きな影響を与える｡

又第川表の如く材料自体によっても各種物理的性質が

ことなる=.このような基礎的技術の研究はインジェクシ

ョン成型品の品質向上のため必要欠くべからぎるもので

更に引きつづき研究巾である′ノ

~

叶
ー==㌔..

∴

〔その13〕 日 立 絶 縁

所在地 茨城県日立市大字宮田宇山崎3,005番地

日立絶縁物工場ほ創業当時の明治45年社内絶縁材料の

日給を目的として日立工場でワニス項の試作研究を行つ

たことに源を発し､爾来漸次生産品種と能力を増大し､設

備の充実を計り大正末期より外販にも力を注いで来た｡

昭和27年8月日立工場の山崎工場部が､党別勺に分離

独立した工場である｡同工場ほ絶縁材料工場として全国

生産高の第一-イ立を占めると共に､製品の性能は昭和26

年工業標準化法の施行と同 にJIS登録審査を受け､ワ

ニス､クロス､マイカ､チューブの全品種共に優秀な成

績を以って合格し､指定工場として完全に標準化された

均一な優秀製品を全 に供給している｡

主製品 絶縁塗料及びコンパウンド､絶縁布管､

マイカ製品､その他
イ カ 二亡 場 の 作 業




